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リローカリゼーション(地域回帰)の時代へ（10） 

NGO のリローカル化運動（1）：トランジションタウンの展開
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(一財) 国際貿易投資研究所 客員研究員 
 

研  究  ノ  ー  ト

 

要約 

近年世界で急速に展開・発展している NGO 活動として、トランジショ

ンタウンとフェアトレードタウンがある。前者はピークオイルと地球温暖

化をベースとして低エネルギー消費と地域自給を目指す運動で、後者は開

発途上国の貧困問題をベースとして農家や零細生産者の自立支援を行う

運動であり、共にコミュニティの新しい活性化を目指す。トランジション

は地域の復元力（レジリエンス）と地域経済の活性化を深め、フェアトレ

ードは途上国のコミュニティと連携して地域活性化を追求する。 

日本でもすでに両活動の動きが始まっているが、この両運動の目的はコ

インの表裏のようで、提携・協働することによってさらに大きな活動へと

展開されうるのではないかと思われる。 

 

はじめに 

 

NGO は人々の生活ニーズの最前

線で活動しているため、NGO の活動

の動きをみていると、人々のニーズ

の変化（社会の変化）と共に、世界

の動きの先取りを感じ取ることがで

きる。近年の世界の NGO 活動とし

て盛り上がりをみせている活動の 1

つが、まさに「リローカリゼーショ

ン」への志向である。 

これまで述べてきたリローカル化

についての各々のテーマにおいても、

世界の NGO の新しい胎動を理解い
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ただけると思うが、リローカリゼー

ションを直接的なテーマとしている

運動としては、例えばグローバル・

エコヴィレッジ、フェアトレードタ

ウン、トランジションタウン、スロー

シティ、パーマカルチャー、『懐かし

い未来』の ISEC（エコロジーと文化

のための国際協会）、オーガニック/

バイオダイナミック農業運動、生協

運動、コミュニティガーデン、コミ

ニティレストラン、食べられる学校、

等々がある 

また、ローカリゼーションの思想

的・実践的リーダーとして、本稿で

取り上げるロブ・ホプキンス（Rob 

Hopkins）の他に、ヘレナ・ノーバッ

ク ＝ ホ ッ ジ （ Helena Norberg －

Hodge）、ポール・エキンズ（Paul 

Ekins）、カークパトリック・セール

（Kirkpatrick Sale）、バンダナ・シヴ

ァ（Vandana Shiva）、ジェームス・ハ

ワード・カンスラー（James Howard 

Kunstler）などが知られている。 

今回は、この中でも国際的波及が

著しいものとして、トランジション

タウンについて取り上げ、次回はフ

ェアトレードタウンについて紹介す

る。 

フェアトレードタウン運動は

2000 年に英国ブリテン島中西部の

人口 3,000 人の小さなまちガースタ

ング（Garstang）から始まり、2014

年 2 月初め時点で 25 カ国 1,413 のま

ちがタウン宣言をしている。トラン

ジションタウン運動は 2006 年に同

じくブリテン島の西南部の人口

8,000 人の小さなまちトットネス

（Totnes）から始まり、2013 年 9 月

時点で 43 カ国 1,130 カ所でトランジ

ション運動の開始宣言が行われてい

る。 

但し、この 2 つのタウンの宣言基

準（条件）には大きな違いがある。

トランジションタウンは 4～5 名以

上 （日本では 3 名以上） が集まっ

てトランジション運動をスタートす

ると宣言し活動を開始すればタウン

のネットワークに登録されうる。 

これに対し、フェアトレードタウ

ンは自治体議会の決議や人口に応じ

たフェアトレードショップ数など 5

項目の条件をクリアしなければなら

ない（日本は 6 項目）。つまりトラン

ジションは活動をスタートさせれば

いいというところにあるが、フェア

トレードタウンは活動をスタートし
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ても時間をかけて条件（基準）を達

成していかなければ認定されない。 

本稿はこの両発祥地者、トットネ

スとガースタングの訪問調査（2013

年夏）をベースに、今回はトランジ

ション・トットネスの活動を報告す

る。 

 

Ⅰ．トランジションタウン運動の

展開――トットネスにて 

 

１．トランジション運動の考え方 

 

トランジション運動は、2006 年に

トットネスのまちで、ロブ・ホプキ

ンスらによって立ち上げられた。ト

ランジションとは「移行（すること）」

あるいは「変化（変える）」という意

味である。「ピークオイル」を契機と

して、これまでの約 100 年余りの石

油に依存した経済の時代から、もう

一度自然と付き合う、脱石油依存の

時代への「移行（トランジション）」

を行う必要のある時代になっており、

それへ向かっていくための運動であ

る。生活を限りなく低エネルギー消

費と地域自給を目指すこの運動は、

またたく間に世界に波及していって

いる。 

 

［トットネスのまち］ 

トットネスは、蛇行するダート川

という大きな川を 10 キロ以上入っ

た内陸の町だが、潮の干満が大きく、

船が入ってくることができる範囲に

あり、木材・農産品などの通商拠点

として発展し、すでに 10 世紀には栄

えていた古い町である。歴史があり、

文化財として指定された古い建物も

多いため、観光客も多い。 

トットネスを有名にしているのは、

10 世紀からの古都であること、トラ

ンジション運動の発祥地であるとい

うこともさることながら、「スモー

ル・イズ・ビューティフル」の著者

のシューマッハの名前をとった、持

続社会の研究で有名な大学院大学シ

ューマッハ・カレッジがあることで

ある。この大学院には毎年世界から

40 人ほどが入学してくる。 

トットネスの坂道のメインストリ

ートには、何とも言えぬゆったり感

がある。メインストリートには

「organic」や「green」といった名前

のついた店が多くあるのが目立つ。

グリーンライフ、グリーンファブリ
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ック、グリーンカフェ、さらにグリ

ーンフューズ葬儀社というのもあっ

た。有機野菜レストランもある。短

いストリートなのに、本屋が小さい

がしっかりした本を置いた店が 4 軒

もある。 

トットネスは 4 年前にフェアトレ

ードタウンに登録されている。メイ

ンストリートにもフェアトレード商

品を販売している店が結構ある。オ

ックスファムショップでのフェアト

レードの品揃えが一番多いが、ピー

プルツリーの衣料品を扱っている店

もあった。フェアトレードコーヒー

を道路の看板に出しているレストラ

ン・カフェがある。コーヒー、紅茶、

ハーブ類はもちろんのこと、シリア

ル類、チョコレート、ジャム、マン

ゴ・バナナ・パイナップル・アプリ

コットなどのチップス類等々のフェ

アトレード商品が、所々にある自然

食品のショップに入ると目に入って

くる。数年前に世界第 2 位のコーヒ

ーショップチェーンであるコスタ・

カフェ（英国）の出店に住民の反対

運動が起こり、コスタは進出を止め

ている。 

石畳の坂になっているメインスト

リートの下の方にトットネスのトラ

ンジションの事務所がある。2 つの

組織が入っている。1 つは全国（世

界）ネットワーク組織としての「ト

ランジションタウン・ネットワーク」、

もう 1 つは「トランジション・トッ

トネス」の事務所である。前者のス

タッフはフルタイムが 4 人、パート

タイムが 5 人、後者はフルタイムが

1人、パートタイムが 1人とのこと。

これらスタッフは EU や財団からの

助成金で雇用している。 

こんな話しを聞いた。トランジシ

ョン・トットネスは 2008 年に初めて

EU（欧州連合）から 5000 ポンド（当

時約 70 万円）の助成金をもらいスタ

ッフを雇用できた。その時にやった

ことは、そのスタッフに募金専門家

を雇用したのである。その結果 8 万

ポンドを獲得したという。 

 

［トランジションの活動理念］ 

トランジションの中心的な活動理

念は、創立以降進化を続けているが、

現在までのプロセスをみると次の 3

点が上げられよう。第 1 に「ピーク

オイルと気候変動」の問題意識から

発生し、運動の端緒が構築されてい

http://www.iti.or.jp/

http://www.iti.or.jp/


リローカリゼーション（地域回帰）の時代へ（10） 

季刊 国際貿易と投資 Spring 2014/No.95●79 

る。トランジション運動の核心はエ

ネルギー問題である。 

第 2 は新しい脱石油依存社会へ

「移行（トランジション）」すること

は、自然との共存とローカリゼーシ

ョンへ向かうことである。その時、

地域の回復力が問題となる。その地

域の回復力・強靱さを示すものとし

て「レジリエンス（resilience）」（復

元力）という概念を据えている。 

現在はさらに第 3 点として、脱石

油後へいかに私たちの現在の経済を

新しい経済へ「再構成」するかとい

う点を運動の中心に置くようになっ

ている。これは「REconomy」（リエ

コノミーあるいはレコノミー）」とい

う言葉で表現されているが、「経済の

再構成」と訳しておこう。 

トランジション運動は、私たちが

「便利さ」の追求を「進歩」と置き

換え、その進歩のために破壊してき

た自然とコミュニティの「レジリエ

ンス（復元力）」に気付き、地域経済

の復興のために経済の再構成をはか

ることを目指す。それを本連載では

「リローカリゼーション（地域回

帰）」と表現しているわけだが、そう

した新しい未来へ「移行（トランジ

ション）」していこうという運動であ

る。 

「石油の少ない未来は、私たちが

事前によく考え、入念にデザインし

ておけば、現在よりも好ましいもの

になる。低エネルギーで、レジリエ

ンスの高い将来の生活が、現在の生

活より質が低くなる理由はどこにも

ありません。」1）とロブ・ホプキンス

は述べる。 その回答は各コミュニテ

ィ自身が探求し、見つけ出していく。

トランジションはその触媒となる運

動を目指す。この 3 点についてもう

少し説明しておこう。 

 

（1）ピークオイルと気候変動 

      ――双子の危機 

 

トランジション運動の問題意識は、

ピークオイルと気候変動の双子の危

機から始まっている。私たちの現在

の生活は深く石油に依存している。

地球の 46 億年の中で石油は作られ

てきたが、人類がその採掘・精製を

始めたのは 1863 年にジョン・D・ロ

ックフェラーが石油精製に乗り出し、

1870 年にスタンダード石油を設立

して以降であり、本格的な石油資源
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の利用時代は 20 世紀に入ってから

である。現在のような石油依存の時

代は人類史の中ではほんの 100 年余

の間のことであり、これから脱石油

時代への 100 年を歩んでいくのかも

しれない。 

私たちの生活は、製造・輸送のた

めのエネルギーのみならず、食べも

の、娯楽やレジャー、建築、家具・

家財道具、医薬品、化粧品、肥料な

どの化学品、商品の梱包等々、すべ

てのものが石油に深く依存した中に

ある。しかし、その石油依存の時代

が永続しないことが明らかとなった

時代を迎えたのである。 

私たちの石油依存生活は二酸化炭

素の放出による気候変動をもたらす

故に永続できないだけでなく、石油

供給量の限界故にいずれその永続は

終わる。その終焉の未来が見通せる

時代がついにきたのである。それが

「ピークオイル」である。私たちは

その時代に備えて、脱石油の生き方

へと移行していく必要がある。 

「ピークオイル」とは、石油の産

出量が最大となる時期のことで、こ

の時点以降は産出量は減少の一途

（石油減耗期）をたどる。これまで

の石油埋蔵量に関する資料には、新

しい探査技術の開発によって常に発

見量と開発可能量は消費量を上回り、

石油の埋蔵量は拡大し続けているこ

とが紹介されていた。その状況が転

換するのである。 

石油価格は、1988 年には 1 バレル

12 ドルだったが、ピークオイルに気

付くにともない2008年には1バレル

100 ドルを超えてしまった。価格の

高騰のため、オイルサンドなどの開

発が可能となり、一息つくという見

方をする人もいるが、オイルサンド

は広大な原生林伐採と一層の二酸化

炭素排出量をともなう開発である。 

そんなことは市場経済にまかせて

おけばいいという考え方もあろう。

石油供給の不足の時代となれば石油

価格は次第に高騰していき、ついに

成田－ニューヨーク間の航空運賃は

普通の人びとには旅行できない金額

へと高騰する日がくるかもしれない。

この 100 年余の石油時代は、私たち

を地方の中心から引き離してきた。

その結果、「私たちは行きたい所に行

きたい時に、行きたい方法で行く権

利」、すなわち「交通権」2）を獲得し

た。この考え方はすでに当たり前な
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こととして染み込んでいるが、それ

ができなくなる時代がくる恐れがあ

るのだ。 

今後ピークオイル以後の時代は、

私たちの生活が変わり、社会のシス

テムも大きく変わることは当然予想

できる。しかし、突然明日来るわけ

ではないので、それへの対応を今の

うちから至急生活レベルでつくりあ

げていけばいいのである。 

こうした気候変動とピークオイル

の必然性や時期に関する研究はすで

に多く発表されている。ピークオイ

ルがいつ来るのかについては、IEA

（国際エネルギー機関）が在来型の

石油生産量は 2006 年にピークを迎

えた可能性が高いという認識を

2010 年に公表している。2010 年～

2015 年間に起こる、あるいは 2030

年までには明確になるとするものが

多いようだが、「その正確な日にちよ

りも正確なのは、ピークオイルを避

けることはできないということ」（ロ

ブ・ホプキンス）である。 

石油に代わって、原子力発電が代

替すると考える人もいるが、それは

3.11（東日本大震災）と東京電力福

島第一原子力発電所の爆発や使用済

み核燃料棒などの核廃棄物の置き場

所がない問題からも、原発が石油を

代替するという楽観論は、人類の歴

史と人間の倫理から、後世の地球汚

染を犠牲にして今を楽しく生きる権

利はないということからも、許され

ない思考となっている。さらに、人

類はそのうち原発サイクルとは別の

新しいエネルギー源と技術を開発す

るだろうという楽観論を夢みる時代

も終わったのである。 

「気候変動は、私たちは変わるべ

きだと言い、ピークオイルは、私た

ちは変わらざるを得なくなるといっ

ている」のだとロブ・ホプキンスは

いう。私たちはこれからできるだけ

早く脱石油社会への道を模索しなけ

ればならない。1 つは「エネルギー

下降」（社会を支える正味エネルギー

の下落傾向）、つまりエネルギー消費

の削減（省エネ）、2 つは自然（代替）

エネルギーへと向かう努力と共に、

第 3 に生活と経済の再構成を具体化

していかねばならない。まさに「移

行（トランジション）」していかねば

ならないのである。こうした「パワ

ーダウン」は「ローカリゼーション」

へとつながる。地域を最優先し、グ
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ローバリゼーションと中央集権的な

システムの影響を減らしていくとい

う考え方へとつながることになる。 

トランジション運動の案内書であ

る『トランジション・ハンドブック』

では、トランジション運動を始める

に当たりまずピークオイルの勉強会

から始めることを勧めている。トッ

トネスでも関連映画などの上映会と

共に、ピークオイルを学ぶ勉強会を

多く行っている。 

「安い石油が入ってこなくなった

ら、現在の生活はどうなるのかと考

え始めると、人は石油依存状態の脆

さについて思いめぐらすようにな

る」。そして、トランジション運動は、

「ピークオイルを超えるためのシナ

リオ」について考える。進化か、崩

壊か、適応かの 3 つのシナリオであ

る。 

そして次の段階として自分たちの

まちのエネルギーの未来（例えば

2030 年）へ向けてのエネルギーや食

料と農業、医療と健康、教育、経済、

公共交通計画、住宅などについての

ビジョンを描き、その中でもとくに

エネルギー消費削減や自然エネルギ

ー化への『ブループリント』（エネル

ギ ー 消 費 削 減 行 動 計 画 ／

EDAP=Energy Decent Action Plan）を

具体的に作成することをすすめてい

る。 

まちのエネルギー消費状況、フー

ドマイレージ、食糧消費量、雇用な

どのデータを収集してプランを作成

していく。そのビジョンから翻って

一連の実践的な段階的プログラムを

考えていくのである。 

トットネスで最初に実行したアク

ション・プログラムの 1 つが「トラ

ンジション・ストリート」である。

トットネスのまちの家々の屋根に太

陽光発電パネルを置いていこうとい

うもので、各家の住人やオーナーと

話し合って取り付けをすすめていく

活動を行った。 

トットネスの全 5500 軒の家の内、

まち中に 500 世帯以上の住宅の屋根

に太陽光発電を設置できたという。

また、市役所の屋根にも太陽光パネ

ルを設置した。この発電分の収入に

ついては、60％は市の収入とし、40％

はトランジション・トットネスに入

ることになった。 
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（2）レジリエンス（復元力）と

リローカリゼーション（地

域回帰） 

 

グローバリゼーションによって相

互扶助や自然との交わりが剥奪され、

地域は深く傷ついているが、あるべ

きコミュニティの回復は、その地域

がもっている「レジリエンス」（復元

力）によって違いが生まれるという。 

レジリエンスとは、具体的には人

びとや文化、社会資本、エコシステ

ム、企業、風景、地域経済モデルの

多様性・複合性、イノベーションな

どのことである。「レジリエンス」の

概念は、トランジション運動にとっ

て非常に重要なものとして位置付け

られている。 

『トランジション・ハンドブック』

には、レジリエンスとは、「生態学で

は外的衝撃やそれによって引き起こ

された変化をかわす生態系の能力」、

あるいは「ひとつのシステム――個

人から経済全体までがもつシステム

――が、変化や外部から衝撃を受け

たときに起こす機能を結合し維持す

る能力」と定義されている。そして

「コミュニティや居住地にとっての

レジリエンスとは、石油不足または

食料の不足が起きてもすぐには壊れ

ない能力、そして障害に適応する能

力」であると紹介されている 3）。 

「かつて地域経済は今よりも多様

性とレジリエンスに富んでいた。人

びとはみんな自分たちの使うエネル

ギーと食糧の生産拠点に深く結びつ

いていた」。日本のシャッター街と同

様、英国のニューエコノミック財団

の調査によると、調査対象 103 の村

や町のうち 42％が「クローンタウ

ン」となっていると報告している 4）。

クローンタウンとは「個性ある商店

街が、退屈で味気ないグローバルチ

ェーンや全国展開チェーンに取って

代えられ、小売商の心使いがいとも

簡単に国中どこにでもあるブランド

に間違えられてしまう場所」と説明

されている 5）。 

「地元ビジネスは瀕死の状態にあ

るが、私たちは今やっとその失った

ものの重要性とそれがコミュニティ

と地域経済にもたらすレジリエンス

に気づきはじめたばかりである」「複

合的で多様性のある地元経済は、数

世紀にわたってコミュニティを支え、

無意識のうちにレジリエンスの原則
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の上に立って営まれてきたが、グロ

ーバリゼーションの情け容赦ない勢

力のために、解体されてしまってい

る」と指摘している 6）。 

そして、例えば「安価な石油が到

来する以前に私たちの住んでいる地

域がいかに機能していたか」を知る

ことから始めることをすすめている。

地元素材の使用や地産地消などの農

業活動はこの考え方の一環である。

また、自分のコミュニティの文化

的・社会的価値や生産基盤などを見

直し、発見していく活動（あるもの

探し）も盛んに行われている。さら

に、レジリエンスを意識するために、

レジリエンス指標の作成も行ってい

る。食物の地産地消比率、トランジ

ション活動への参加度、地域雇用比

率、新築住宅の地域建材使用比率、

地元住民所有ビジネス数、地域通貨

の取引比率、等々である。 

「レジリエンス」という考え方は、

当然ながら「リローカリゼーション」

の必然性を導きだす。トットネスで

トランジションの人びとが「ローカ

リゼーション」のみならず、「リロー

カリゼーション」という言葉を頻繁

に使っていることに気付いた。 

「リローカリゼーション」の定義

として、トランジションでは「地方、

郡、都市、 または自宅周辺がグロー

バル経済への過剰依存から脱し、そ

れ自身の資源を投資して地域の金

融・自然・人的資本から、消費する

モノ、サービス、食料、エネルギー

のかなりの部分を生産するプロセ

ス」と説明している 7）。 

リローカリゼーションの前提は、

地域で生産できるものは地域で生産

するという考え方である。パソコン

や自動車は地域で生産できないだろ

うが、地域で生産できるものは意外

と多いのである。 

 

（3）リエコノミー/REconomy（経

済の再構成） 

 

石油が安く供給できることでつく

りあげられた現在のグローバル化・

中央集中システムは、限りなく地域

生産システムへ再構成していかねば

ならないことは必然である。近年の

トットネスにおけるトランジション

活動の中核は、この「REconomy」に

発展してきているようで、一番ホッ

トなプロジェクトである。 
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グローバル化の中で破壊され中央

に吸収されてしまった経済システム

を、限りなく地域経済へ戻し、地域

経済を再構成し直すこと、つまり経

済の仕組みを新しく作り直すことで

ある。石油経済からの脱却をベース

とする具体的な新しい経済の構築で

ある。地域に地域のお金が循環する

仕組みの構築である。 

日本でも全国展開のスーパーマー

ケットが地域の郊外や農地だった新

開発地に開店し、それが地元の商店

街のシャッター街化をもたらし、買

物難民などの問題をもたらしている。

英国も同様で、トットネスにも全国

展開のスーパーマーケットチェーン

のモリソンがこのまち唯一のスーパ

ーとして広大な店舗と駐車場を構え

ており、トットネスの人びとの総食

品購買額の 70％（3 分の 2 以上）を

獲得している。 

その結果、トットネスで消費され

る食品のうち 60％以上は地元産で

はなく、グローバルな食品を消費す

る形になっている。とくに高齢者と

若い人はモリソンへ行きがちとなる。

高齢者にとってはそこですべて間に

合うし、若い人は自動車で行くこと

ができるからである。 

全国展開のスーパーでの買物は、

世界中からその安さと便利さと知名

度によって開発され、マーケティン

グ広報によって販促された商品が棚

に並び販売される。ここで買うと、

支払ったお金は全国展開の本社に吸

収され、地元のお金はトットネスの

地元から外に流出して行方はしれな

いことになる。広告や印刷や経理や

商品開発も外の世界で効率よく行わ

れ、地元では少数の雇用だけが行わ

れる。 

まさに開発経済学で一時もてはや

され、その後批判されることになっ

た「トリクルダウン」である。「富め

る者が富めば、貧しい者にも自然に

富が浸透（トリクルダウン）する」

とするレーガン大統領（レーガノミ

ックス）時代に登場した経済理論/

思想が開発経済学にも適用されたの

だが、結局事態は全く逆で、格差を

拡大するものとなった。 

地元で作ったものを地元の商店で

販売すると、お金は地元で循環する。

雇用は全国展開より 3 倍（全国展開

の店舗での雇用 1 人に対して 3 人）

の雇用が生まれ、広告のデザイナー
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や印刷経費等々は地元の広告会社に

入る、とトランジション・トットネ

スは調査結果を公表している。 

リエコノミー（経済の再構成）は、

2011 年から始まったプロジェクト

である。第 1 期は 2014 年までで、と

くに主要 4 セクターについて、取り

組みへの調査と提言を『ブループリ

ント』として報告している。4 セク

ターとは、以下のように①食品、②

住宅、③自然（再生可能）エネルギ

ー、④ケアと健康である 8）。 

 

（a）「食品」――前述のようにト

ットネスには、唯一かつ巨大なスー

パーマーケットのモリソンがあり、

このまちの食品購買力（額）の 70％

を独り占めしている。そこでこの購

買額の 10％を地元商店での購入に

シフトしていこうという運動を展開

している。トットネス地域は食品に

対して毎年 2200 万ポンドを支出し

ている。現在の消費の 10％分を地域

産出の農産品の消費に向けられれば、

200 万ポンド分以上の地域経済の引

き上げとなる。英国のある調査会社

は、ローカル（地産）の食品販売が

10 ポンド消費されると、ローカル経

済にさらに 25 ポンドの価値をもた

らす（地域乗数効果 2.5）と報告して

いる。地産の農産品を購入すると、

そのお金は数回にわたり地域で使わ

れるからである。 

そして、ローカルの食品店は前述

のように全国展開の大型スーパーマ

ーケットに比べ、3 倍の雇用を産む。

巨大スーパーのモリソンも地元の雇

用に貢献していることにはなるが、

地域経済化が進めば雇用はもっと生

まれるということである。さらに、

地産地消（ローカルフード）は、フ

ードマイレージを少なくするし、地

域の質と多様性を向上させ、ビジネ

スとショップとの社会的関係を緊密

化させる。 

（b）「住宅」――まずはエネルギ

ー効率の改善（改造）に取り組めば、

合計 2600 万（最低）～7500 万ポン

ド（最大）の価値をもたらし、70～

100 人のローカルでの雇用増につな

がると算出している。 

最低の 2600 万ポンドの内 10％分

を来年実行すれば 260 万ポンドが地

域経済に付加されることになる。前

述のまちなかの住宅の屋根に太陽光

パネルを設置する「トットネス・ス
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トリート」プロジェクトでは、500

棟程の建物の屋根に太陽光パネルを

設置した結果、年平均 580 ポンドを

倹約でき、1.2 トンのカーボン排出を

削減したという。 

（c）「自然（持続可能な）エネル

ギー」――太陽光、風力、バイオマ

スなどの自然エネルギーは、使用す

るところの限りなく近くで発電する

地域分散型で、コジェネレーション

（電熱併用）になることによって、

エネルギーロスを大きく減らすと共

に、地域経済に大きく貢献する。ト

ランジション・トットネスの調査で

は、毎年各世帯とコミュニティ投資

に 600 万ポンド以上の価値をもたら

すと試算している。とくに太陽光パ

ネル技術の供給には 370 人の雇用を

生み出す。現在のエネルギー消費の

10％を自然エネルギーに変えること

ができれば、毎年 60 万ポンドの経済

を地域にもたらすだろうと報告して

いる。 

（d）「ケアと健康」――このセク

ターはコミュニティのレジリエンス

にとって非常に重要である。地域福

祉（公共福祉）がしっかりすれば、

コミュニティのケアが向上し、健康

関連予算も削減され、個々人のソー

シャルケアのニーズに対応したさら

によいサービスの提供へ向かうこと

ができる。ここでいう公共福祉（地

域福祉）という考え方は、行政/国と

地域の市民（NGO）とが協働してケ

アに取り組むという新しい考え方で

ある。 

なお、「リエコノミー」では、①地

域の人々をプロジェクトの立ち上げ

段階で巻き込む、②調査（リサーチ）

を活用して問題意識を高める、③ネ

ットワークを通して新しいアイディ

アを生み出す、④地域ビジネスの起

業を支援する、という方針を新しく

取り入れたそうで、とくに調査結果

が大きく貢献したという。 

 

２．トットネスの活動プロジェクト 

 

以下にトットネスで展開されてき

たトランジションの具体的なプロジ

ェクトについて主なものを整理して

おこう。 

 

（1）エネルギー関係 

――ピークオイルの勉強会・ワーク

ショップ、「トランジション・ストリ
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ート」「ローカル・エコノミック・ブ

ループリント」などは前述した。 

 

（2）食品関係 

――農作物栽培の促進のためにさま

ざまなプロジェクトが展開されてい

る。トランジションは基本的にはパ

ーマカルチャー、有機農業とつなが

っている。ロプ・ホプキンス自身は

パーマカルチャーの講師・研究者で

あった。 

具体的なものとしては、「ガーデン

シェア」（農地は所有するが耕せない

人たちと、耕したい人たちとのマッ

チングをする）、「食物果樹の植樹プ

ロジェクト」（コミュニティに食べら

れる果実が成るものを植樹する。公

共的な場所に許可を得て植えるが、

成った実は自由に取って食べること

ができる）、「市民農園」（アロットメ

ント。自治体の所有地を小分けにし

て市民に安く貸し、農産物を栽培す

るもので、2008 年から開始した。今

は好評でウェイティングになってい

る）、「野菜の苗床や種の交換会」、「ロ

ーカルフード・マッピング」（地産地

消のショップ地図、フェアトレード

ショップもこの中に入る）等々であ

る。さらに、フォレストガーデン、

コミュニティガーデン、コミュニテ

ィ・コンポスト（ゼロウエイスト運

動）等の活動も行っている。 

 

（3）経済の再構成（リエコノミ

ー）関係 

――「ビジネスインキュベーター・

プロジェクト」（新しい投資家による

オフィス拠点の貸与で、市役所が使

っていない建物を借りて立ち上げ

た）、「ローカル企業家フォーラム」

（地元経営者の交流会）、「地域通貨」

（後述）、「リサイクリング」、など。 

また、「フードリンク・プロジェク

ト」を立ち上げている。地元の商店

はかつかつでやっている。できれば

地元のものを扱いたいとは思っては

いる。しかし、商店としては欲しい

時に手に入る全国チェーンから仕入

れることにどうしてもなってしまう。 

そこで「フードリンク」というプ

ロジェクトを開始し、地元の生産者

と商店との間をとりもつ仕組みを立

ち上げることにした。この立ち上げ

への話し合いの場には地元の人びと

70 人が集まったという。 

この具体的な成功事例の 1 つとし
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て、ケータリング・ビジネス会社を

女性 2 名が立ち上げるのを支援した。

地元産の産品のみを使用することを

コンセプトにした店である。そのた

めその時手に入る農産品が中心とな

るため、事前に明確なメニューは出

来上がらない。何が出せるかはその

時の生産者の状況による。それを前

提にしたケータリングである。この

ビジネスモデルも人気となり、伸び

ているとのことである。 

 

（4）「建築・住宅グループ」 

――建築・住宅では、自然建築、持

続可能な森林管理、ストローベイル

ハウス（藁作りのバス待合所を建て

た）なども進めているが、中でも大

きな成果を上げたプロジェクトとし

て「地域の持続性住宅」がある。地

域で持続可能な住宅を建設するため

のグループで、その成果を含めて

『Local Sustainable Homes』という著

書を出版している 9）。 

トットネスの 7 エーカーの広い土

地に、実際に高齢者向け住宅 25 棟を

建設した。素材は地元産の木材や石

などを使い、低エネルギーで、下水、

ゴミ処理などゼロウエイストを目指

す住宅の建設である。しかも自然が

残っている広い地域が隣接している。 

1 棟 25 万ポンド（約 3,400 万円、

2010 年レート）、計画段階ではチャ

リティ（ボランティアや募金）で進

め、建築段階では地元の銀行や市が

資金を拠出し、高齢者の住宅購入も

地元の金融機関が融資する形ですす

められた。この住宅はすぐに完売に

なったという。 

このコミュニティ住宅開発プロジ

ェクトの特色は、コミュニティ・ラ

ンド・トラストを設立したことであ

る。ランド・トラストはコミュニテ

ィ開発の手段として重要なもので、

土地開発は市場化すると地価が上昇

し過ぎてしまうが、トラストにする

と地価が上昇しない。住宅購入にお

いて土地はトラストのものであるた

め、購入の対象とならないからであ

る。 

この持続可能な住宅プロジェクト

に対して、建設の 2 年ほど前は関心

を示した開発会社は 1 社もなかった。

しかし、この成功によってその後も

開発プロジェクトにトランジション

が関わる事例が登場している。 

「アット・モースト・プロジェク
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ト」と呼ばれている、トットネス駅

の裏の閉鎖された牛乳工場の跡地を

地域のビジネスセンターにしようと

いう構想がある。工場所有者側もト

ランジション・トットネスのデータ

提示とメディアの取り上げによって

交渉のテーブルにつき、話し合い中

という。 

 

（5）地域通貨 10） 

――トットネスポンドの発行を 2007

年から始めた。これまで 3 段階で進

めてきた。第 1 段階は 300 トットネ

スポンドを印刷し提供した。まちの

18 の店が参加してくれた。第 2 段階

は 1 万トットネスポンドを発行した。

この時には 50 店が参加してくれた。

トットネスポンドを売る場合は 5％

のディスカウンを行った。しかしこ

の 5％のディスカウンは評判がよく

なかった。 

第 3 段階はディスカウントなしで、

英国ポンドとトットネスポンドとは

同額交換とした。第 3 段階でも 1 万

トットネスポンドを印刷し、8000 ト

ットネスポンドを流通させている。

第 3 段階では 75 店が参加した。通貨

は何度も取引を繰り返すので、実際

にどれだけ流通したかは明らかでは

ない。 

地域経済に占めるトットネスポン

ドの取引シェアは、トットネス経済

は全体で 6000 万ポンドの経済規模

だとのことで、8000ポンドは0.001％

となる。小さ過ぎる比率だが、それ

でも地域通貨の発行には大きなイン

パクトがあった。その理由として、

①シンボルとしての意味、②気付き

を与え考えさせる機会を与えるもの

として、と 2 つを上げていた。 

今後は第 4 段階（フェーズ）とし

て、2013 年 10 月からスタートとの

ことだが、商工会議所と協働し、大

手銀行 1 行の協力を得るとのことで

あった。第 4 段階では 100 店以上の

参加を期待しているという。通貨（紙

幣）は 4 種で、1、5、10、21 ポンド

である。21 は昔のギニー時代の数え

方で、これが興味を引かせる 1 つと

なっている。 

 

（6）自転車グループ 

――自転車の促進もトランジション

の活動の一つである。自転車直しを

終末に市役所のマーケットで無料修

理を行っていたり、修理講座を自宅
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で行っている（筆者は自転車が好き

なので見学させてもらった）11）。 

 

（7）教育プロジェクト 

――中高校の授業の中にトランジシ

ョン教育をいれていく活動で、現在

その教材を作成中である。さらに 20

～35 歳の大人向け（若者向け）に 1

年間の教育・研修プログラムも作成

中。古い経済ではなく、新しい経済

の中で仕事を作り出していくことを

サポートする内容にしたいと話して

いた。 

 

（8）その他に、芸術活動（コミ

ュニティ・アート）、組織問

題等々がある。 

 

［トランジションの手法］ 

トランジション的手法は地域の人

びとが集まり多くのワークショップ

を開催し、自由な話し合いの中から

自分の関心のあることを語り合い、

その中から取り組もうという動きが

出てきて、グループが生まれ、取り

組みが始まるという手法である。自

主性がキーである。誰か強引なリー

ダーがいてやっていくのではなく、

皆で話し合い、皆の合意で、皆の関

心あることから始める。 

最初に専門家を必要とするわけで

はなく、集まった人たちの中でほと

んどが解決（対応）でき、専門家は

必要な時に連れてきて智恵をかりれ

ばいいのである。あくまでもボトム

アップで、関心のある人びとがグル

ープをつくり展開していく。そして

関心がなくなると消滅していくこと

になる。1 つのグループができると、

その周囲にサブグループがさらに立

ち上げられていく。それによって、

途中から参加した人も、参加しやす

くなるし、貢献しやすくなるのだと

いう。 

グループの集会は、毎週やってい

るのもあるが、月 1 回が多く、3 カ

月に 1 回のもある。1 つのグループ

のミーティングには 5～30 人ほどが

集まる。トランジションがスタート

した当初はエネルギー・グループの

会合が頻繁に開かれていたが、今で

はエネルギー・グループはもうない

そうで、休眠している。 

会議（ミーティング）の仕方も毎

回楽しい工夫（仕掛け）をする。服

装に特定の色など何かを 1 つ付けて
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くるようにしたり、そして優勝者を

決め、賞品を授与する。賞品は会員

の農家が作った農作物だったりする。 

プロジェクトを進めるための話し

合い（doing meeting）のみならず、

感じていることを話し合う（feeling 

meeting）ことも行う。それによって

感情の擦れを回復するようにしてい

るとのことである。 

また、地域の行政、他の市民団体、

関係機関などをいかに巻き込むかも

必ず議論する。とくに「リエコノミ

ー（経済の再構成）」のプロジェクト

を始めてからはとくにそう心がける

ようになった。地元の小売業者・商

工者、行政、市民、土地所有者、投

資家、商工会、大学、地域の経済パ

ートナー、中央政府、EU などと協

働して行っていくよう努力している。 

 

Ⅱ．日本のトランジションタウン

運動 

 

日本では、2008 年にこの運動に関

心ある人びとが集まり全国ネットワ

ークとして「トランジション・ジャ

パン」を設立し 12）、資料の翻訳など

情報提供を開始した（2009 年に NPO

法人化）。これと前後して、08 年 5

月に日本最初のトランジションタウ

ンとして、トランジション小金井（東

京都）が立ち上げられ、同じ頃藤野

（神奈川県相模原市緑区・旧藤野町）、

そして葉山（神奈川県）が立ち上が

り、以後各地で立ち上げられるよう

になっている。 

トランジション・ジャパンのホー

ムページによると、2011 年 2 月時点

では 19 カ所だったが、2012 年末時

点で 37 カ所となっている （3 人以

上が集まって運動の開始を宣言すれ

ばよい）。活動の動きには浮沈がある

が、活発と見受けられるところは上

記の他に、全国集会の開催地を引き

受けている浜松、それに鎌倉、都留

（山梨県）、鴨川（千葉県）、南阿蘇

などとみられる。 

日本で一番活発と思われるタウン

の 1 つが藤野である。講座開催（シ

リーズの各種参加型講座の開催）、地

域通貨「萬（よろず）」、里山長屋（4

家族が長屋を立てて半共同生活をし

ている）、藤野電力（電力の自立を目

指し、ソーラーパネルの組み立て・

設置のワークショップ、充電ステー

ションの設置、オフグリッド講座
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等々）、森部（皮むき間伐の「きらめ

き樹」プロジェクト）などが中心的

な取り組みである。 

葉山では、地域通貨なみなみ 13）、

ゴミのゼロウエイスト運動から生ま

れたゴミ処理箱「キエーロ」の開発

と普及（自治体も支援）、鎌倉と一緒

に自然エネルギーを促進する太陽講

グループ（鎌倉が中心）や、鎌倉で

は「鎌倉あるものさがし」というグ

ループを立ち上げ、鎌倉の歴史や自

然などを歩いて再発見する活動を行

っている。レジリエンス探しである。 

浜松（遠州）にも多くのグループ

がある。地域通貨（UNA／うなぎの

ウナからのようだ）、畑（フォレスト

ガーデンを目指す）、パーマカルチャ

ー、遠州電力（エネルギーワーキン

ググループ）、発酵（ビール、醤油な

ど）、旅（自然と結びつける旅）、シ

ェア古民家、まるしぇ（マーケット）、

伝統文化（染めや塩の作り方）、それ

にセルフケアなどのグループがある。

セルフケア部はケアの技術をもって

いる人が集まって、皆をケアし合っ

てみようというプロジェクトのよう

である。先述した「公共福祉」のコ

ンセプトといえよう。 

また、トランジション活動はメー

リングリストやメルマガのネットワ

ークで結ばれており、筆者も登録し

ている葉山のそれはトランジション

的な活動の一環でもある自然との交

流、有機農業、ヨガなどの健康や思

索などの文化的な活動の情報提供の

ネットワークの場として便利に使わ

れてもいる。 

これらをみると、コアグループが

あり、話し合いの中からやりたいこ

とがどんどん出てきて、そこにワー

キンググループができていき、いろ

んなことが行われるというトランジ

ションのやり方はしっかり日本でも

受入れられていると思われる。 

しかし、日本のトランジション運

動の課題は、行政との関係やコミュ

ニティ志向が薄いきらいがあること

である。葉山のように市長選で環境

派の市長を誕生させることに関わっ

た事例もあるが、どうしても個人（仲

間）志向に強く向かっており（それ

も重要なことだが）、なかなかコミュ

ニティ志向（行政や商工会や他の市

民団体との関係の構築）になってお

らず、コミュニティ運動としてはこ

の点が課題と思われる。そのためか
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日本では、トランジションという言

葉はよく使うが、トランジションタ

ウンという言葉があまり使われない

傾向にあるように感じられる。 

 

【注】 

1：ロブ・ホプキンス『トランジション・ハ

ンドブック』第三書館、p.230 

なお、トランジション運動は、運動を

展開していくためのノウハウを公開し

ている。「トランジション・ツール」と

いう形で、人びとの思いやアイディアを

出すためのさまざまなワークショップ

のやり方（「オープンスペース」や「ワ

ールドカフェ」など）をはじめ、成果を

あげるに至ったものは事例として記録

し、著作として紹介している。トランジ

ション・トットネスが出版している活動

報告の主なものは以下のとおり。本稿は

以下のロブ・ホプキンスおよびトットネ

スの活動報告に関する著書、およびトラ

ンジション・ネットワークの HP、さら

に現地調査でのインタビューをベース

としている。これら著作はトランジショ

ン・トットネスの活動を中心とする報告

だが、世界のトランジション活動の事例

も多く紹介されている。 

・ Rob Hopkins, 『 Transition 

Handbook—from oil dependency to 

local resilience』, Green Books, 2008, 

（邦訳『トランジション・ハンドブ

ック－地域レジリエンスで脱石油社

会へ－』城川桂子訳、第三書館,2013） 

・ Rob Hopkins,『The Power of Just Doing 

Stuff－How local action can change the 

world』、Green Books, 2013 

・ Rob Hopkins, 『 The Transition 

Companion－Making your community 

more resilient in uncertain times 』 , 

Green Books, 2011 

・ Chris Bird,『Local Sustainable Homes』, 

Green Books, 2010 

・ Peter North,『Local Money—How to 

Make it Happen in your Community』, 

Green Books, 2010 

・ Fiona Ward,『Totnes & District Local 

Economic Blueprint』REconomy Project, 

Transition TownTotnes, 2013、等 

・ トランジションタウン・ネットワー

ク（英国・世界のネットワーク）HP：

http://www.transitionnetwork.org/ 

2：「交通権」については、本連載第 9 回「交

通のリローカル化：コンパクトシティと

タウンモビリティ」『季刊 国際貿易と投

資』2013 年夏号（No.92）p.112 参照 

3：前掲ロブ・ホプキンス、p.71 
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 なお、この「レジリエンス」の概念

は、経済学的には宇沢弘文の「社会的

共通資本」の概念で説明できると筆者

は考えている。地域における社会的共

通資本の蓄積度といいかえられると思

われる。宇沢弘文『社会的共通資本』

岩波新書、2000 年。 

4：『Clone Town Britain』The New Economic 

Foundation, 2005 

5： 前掲ロブ・ホプキンス、p. 77 

6： 前掲ロブ・ホプキンス、p.80 

7： 前掲ロブ・ホプキンス、p.99 

8： Fiona Ward,『 Totnes & District Local 

Economic Blueprint』REconomy Project, 

Transition TownTotnes, 2013 

9： Chris Bird,『Local Sustainable Homes』, 

Green Books, 2010 

10： 地域通貨については、本連載第 7 回「通

貨のリローカル化：地域通貨でコミュ

ニティ創成」『季刊 国際貿易と投資』

2012 年冬号（No.90）参照 

11： 自転車については、前掲、本連載第 9 回、

p.127 参照 

12： トランジション・ジャパンのHP は、 

http://transition-japan.net/wp/transitionjapan 

13： トランジション葉山の地域通貨なみなみ

については、前掲本連載第 7 回で紹介

している。
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